
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 岐阜県立大垣桜高等学校 

実 施 期 間 
平成２６年１０月２３日（木）・１１月１日（土）・５日（水）・６日（木） 

１１月１２日（水）・１３日（木）・２０日（木） 

実 施 概 要 
①文化祭保護者公開   ②すのまた校区文化祭参加  

③食物科集団給食の試食 ④授業公開・体験授業 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   ☑文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  ☑地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者 ４５０ 人 

計  ５１０ 人 
地域関係者 ６０ 人 

 

実 施 状 況 
１ 文化祭保護者公開 １０月２３日（木）           

  ・「Ｓｔｏｒｙ～５１回目の物語～」をテーマにステージ発表、生徒作品

展示、バザー（被服、食物等）等の発表     

２ すのまた校区文化祭参加 １１月１日（土） 

  ・文化系部活動（手工芸部、美術部、ファッションデザイン部）の作品展

示や茶華道部呈茶サービス、吟詠剣詩舞部ステージ発表 

３ 食物科集団給食の試食 

１１月５日（水）・６日（木）・１２日（水）・１３日（木） 

  ・保護者や地域の方に食物科３年生が科目「調理」の学習として実施して

いる集団給食実習の試食 

４ 授業公開・体験授業の実施 １１月２０日（木） 

   ・授業参観、家庭クラブによる小物製作体験授業 

 

成果及び課題 
・すのまた校区文化祭は、生徒が日頃の活動成果を積極的に発表することで、地

域の方に本校の特色、生徒の活動状況を理解してもらうよい機会となった。 

・文化祭や食物科集団給食の試食、授業公開・体験授業では、生徒が生き生きと

活動している様子や、特色ある専門科の学習内容、充実した施設・設備等の見

学を通して、本校への理解を一層深めていただいた。参加した保護者からは「生

徒の授業に対する姿勢からわが子の成長を感じた」と感想が寄せられた。 

・地域や保護者の方には、学校内外の行事やホームページを通して本校の教育活

動への理解を得るようにしているが、今後も積極的な情報発信と、地域を理解

し地域に貢献できる生徒の育成に努める必要がある。 

・行事によっては参加者が少なく、行事の内容の検討や、参加への呼びかけ方法

などの工夫が必要である。 

 


